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中世という激動の時代、翻弄される朝廷を支え、中世文学の担い手として活躍した禁裏の女房たちの実態
に迫るべく、さまざまな文献資料を渉猟し、丹念に繋ぎ合わせることで、一人ひとりの軌跡を追い、さらに
その全体像の復元を試みた労作である。

本書では、平安後期の堀河天皇から、戦国時代の後奈良天皇までの内侍の復元を軸に、勾当内侍や大納言
典侍といった禁裏女房の中心的役割の女房の出現を明らかにし、とくに中世後期については、下級女房も含
む女房全体を復元する。その成果は、巻末に天皇の在位期間ごとに一覧表化され、復元過程を通じて明らか
になった、女房たちを輩出する「家」の系図も掲載する（裏面に見本あり）。

第二部では、『看聞日記』より復元された伏見宮家の女房の実態から中世女房の存在形態を紹介し、第三部
では、日記文学や『御湯殿上日記』などの中世の日記と女房との関わりを多面的に追っている。中世史研究
の工具書として必携の成果である。

まつぞの・ひとし…1958年生.九州大学文学研究科博士後期課程満期修了退学，博士(文学).愛知学院大学文学部教授.日本古代・中世史.
『日記の家―中世国家の記録組織』(吉川弘文館,1997年),『王朝日記論』(法政大学出版局,2006年),『日記で読む日本史 13 日記に魅入られた
人々』（臨川書店,2017年）ほか,共編著多数.

序 章 中世の内裏女房を理解するために
研究史を振り返って／中世女房の数量的把握

◆第一部 中世禁裏女房◆

第一章 内侍の職務と補任
内裏女房の職務／内侍の補任／勾当内侍―その成立をめぐって―

第二章 中世の内侍の復元
堀河天皇～称光天皇

第三章 大納言典侍の成立
大納言典侍の出現／鎌倉時代の大納言典侍／南北朝時代の大納言典侍

第四章 室町時代の禁裏女房―後花園天皇の時代を中心に―
上臈／典侍／その他の典侍たち／内侍／その他

第五章 戦国時代の禁裏女房(一)―上級女房―
後土御門天皇の時代／後柏原天皇の時代／後奈良天皇の時代

第六章 戦国時代の禁裏女房(二)―下級女房たちを中心に―
局の官女たち／内侍所／女孺／台所
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A5判・552頁／定価:本体 8,000円(税別) ISBN978-4-7842-1956-8

◆第二部 室町時代の宮家の女房と尼◆

第七章 伏見宮家の女房たち
女房たちの構成／上臈の女房／女房の採用と改名／家務権

付 論 伏見宮家の南御方―その物詣を中心に―
伏見宮家の南御方のこと／南御方の物詣／主な物詣先

第八章 『看聞日記』に見える尼と尼寺
『日記』に見える尼寺／伏見に住むさまざまな尼たち

／伏見の尼寺

◆第三部 女房と日記◆

第九章 中世の女房と日記
｢女流日記｣と｢女房日記｣／日記文学の質／有識の女房と日記

／女房と｢日記の家｣／男性の仮名日記

第十章 『御湯殿上日記』の成立
成立とその歴史的背景／中世日記に見える女房関係記事

／日記の記主とその形態／伏見宮家の成立―おわりに代えて―

天皇別女房一覧表①～㊱／主要関係系図１～17

／人名索引（天皇／女房／その他）
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※中世前期女性院宮の研究
山田彩起子著
院政・鎌倉期における女性院宮（女院・后）の多様な存在形態を様々
な視点から分析。第一部では、国母の存在形態の多様性と王家におけ
る役割・位置付けを検証し、第二部では、摂関家出身の女性院宮の摂
関家における独自の役割の大きさを論証する。中世前期の女性院宮研
究のみならず、中世の公家社会研究に寄与する一書。▲

A5判・310頁／本体5,600円(税別) ISBN978-4-7842-1496-9

日記・古記録の世界
倉本一宏編
日本の日記・古記録を題材として、日本史学、日本文学など関連分野
の第一線の研究者がそれぞれの視点からその本質に迫った論文集。日
記とは何か、古記録とは何か、それらを記録することの意味、記主や
伝来をめぐる諸問題、さらには古代・中世における使われ方など、単
に日記・古記録を利用するだけにとどまらない意欲作35論考を収録。▲

A5判・792頁／本体12,500円(税別) ISBN978-4-7842-1794-6

藤原道長事典 御堂関白記からみる貴族社会
大津透・池田尚隆編
『御堂関白記全註釈』(全16冊)の成果をふまえて、最新の研究成果に
基づいた新たな平安朝の貴族社会像を提示する。
『御堂関白記』に頻出の語句や表現をとりあげ、｢政務･儀礼｣｢邸宅･
地名｣｢風俗･信仰｣など11の大分類に整理、各ブロック冒頭には、専門
分野の執筆者により詳細な解説を収録。▲

A5判・462頁／本体6,000円(税別) ISBN978-4-7842-1873-8

※平安貴族社会の秩序と昇進
佐古愛己著
律令国家体制が維持されていた平安初期から、平安末・鎌倉初期まで
を射程として、貴族社会の構成と編成原理を解明する大著。本書では、
平安から鎌倉初期にかけての各制度の総体的な把握を試みることによ
り、律令官人制から平安貴族社会、中世公家社会の成立過程を明らか
にし、日本の古代から中世への移行の特質を探る。▲

A5判・572頁／本体7,800円(税別) ISBN978-4-7842-1602-4

＊桃裕行著作集 第4巻 古記録の研究(上)
※桃裕行著作集 第5巻 古記録の研究(下)
東京大学資料編所にて古記録や編年史料の調査・編纂に携わった著者
の業績を大きく｢上代学制｣｢古記録｣｢古暦｣を柱として集成。
④

▲

A5判・298頁／本体8,900円(税別) ISBN978-4-7842-7037-8
⑤

▲

A5判・316頁／本体5,800円(税別) ISBN4-7842-0548-9
＊第4巻はオンデマンド印刷です＊

栄花物語・大鏡の研究
山中裕著
従来『栄花物語』はとくに国文学の分野でとりあげられ、歴史学の方
面からの研究は少ない状態である。本書は『栄花物語』に内包される
歴史書としての特徴を考究し、かつ『大鏡』の歴史的意義についても
論究。従来からの歴史物語という分野に収まりきれない可能性を提示
する。▲

A5判・404頁／本体7,200円(税別) ISBN978-4-7842-1640-6


